
１．所属 鹿児島大学学術研究院法文教育学域法文学系

２．主担当予定学科等 鹿児島大学法文学部法経社会学科地域社会コース

３．副担当予定学科等
大学院人文社会科学研究科経済社会システム専攻（博士前期課程）
　　　　　　　　　　　　地域政策科学専攻（博士後期課程）
共通教育センター

４．専門分野 住民自治・主体形成論

５．職種 教授

６．募集人数 １名

７．授業担当科目等

（１）学部：「青年の主体形成論」、「子ども・若者の社会参画論」、「まちづくり論」、「社会教育実習」、「演習」、「特殊研究」
（卒業論文に準じるものの指導）
（２）大学院：「青少年文化・社会論特論」、「青少年文化・社会論演習」
（３）共通教育：教養科目を担当することがある。

８．採用予定時期 令和６年４月１日以降の出来るだけ早い日

９．勤務地住所等 鹿児島市郡元１丁目２１－３０（鹿児島大学郡元キャンパス）

10，雇用期間 期間の定めなし。（定年制適用：鹿児島大学職員就業規則第20条のとおり）

11．試用期間 ６月間

12．待遇

（１）給与：年俸制（令和２年４月１日導入の年俸制）
　　　なお、年俸額については経験等に基づき本学の関係規則等により決定する。
（２）手当：本学の関係規則等により決定する。
（２）就業時間：専門業務型裁量労働制により 7 時間 45 分働いたものとみなされる。
（３）休日：日曜日、土曜日、祝日、12/29～1/3（但し入試業務等での休日出勤の場合あり）。
（４）加入保険：雇用保険、労災保険、厚生年金・健康保険（国家公務員共済組合）
（５）受動喫煙防止措置の状況：敷地内全面禁煙

13．応募資格

次の条件のすべてを満たすこと
（１）博士の学位を有する者、またはこれと同等の学力・業績を有すること
（２）大学院人文社会科学研究科博士前期課程および博士後期課程の指導教員となることができる教育および
　研究上の業績を有すること
（３）主として日本語で講義を行うので、日本語が堪能な者。ただし、英語でも授業できることが望ましい。

14．応募締切 令和６年２月２９日（木）２４：００

（１）履歴書（様式１）※PDFファイルに変換せずWordファイルを提出すること。（様式２、３も同じ）
（２）業績調書（様式２）
（３）研究及び実務上の業績（様式３）
（４）上記（３）に挙げたもののうち、５点以内の研究業績のコピー
（５）上記（４）の業績の要約（日本語800字程度）
（６）外部資金獲得実績報告書（様式４）
（７）着任後の研究計画（1600字程度）
（８）着任後の教育に対する抱負（1600字程度）
（９）研究業績や経験を踏まえ、地域社会の国際化に貢献する大学の役割についての考え（2000字程度）
（１０）最終学歴の卒業証明書又は学位記の写し

（１１）大学院教育（様式自由：①、②について記載すること。）
　①大学院担当期間
　②年度ごとの論文指導学生の有無
（１２）大学運営（様式自由：①、②及びその期間について記載すること。）
　①全学委員会委員
　②①以外の学部委員会委員長
（１３）地域連携・高大連携等（様式自由：①～③及びその期間について記載すること。）
　①地域連携（自治体等の外部委員等）
　②高大連携（出前授業等）
　③その他特記すべき事項
（１４）地域社会に関する特許等（様式自由：出願番号、発明の名称、内容、発明者等について記載すること。）

16．応募様式等

※応募様式等（様式１〜４）については、本学ホームページ（教員採用情報）
（https://www.kagoshima-u.ac.jp/about/saiyou.html）からダウンロードしてください。
※必要に応じて追加の書類・資料の提出を求めることがあります。
※応募書類は、採用者の選考及び採用後の人事等の手続きを行う目的で利用するものであり、この目的以外で利用又
は提供することはありません。

教員公募要領（鹿児島大学法文学部主担当）

〔公募概要〕
　本学法文教育学域法文学系では、法文学部法経社会学科地域社会コースおよび大学院人文社会科学研究科経済社会システム専攻（博士前期課程）・地域政策科学
専攻（博士後期課程）において、住民自治・主体形成論分野を担当する教授の候補者を公募することになりました。当該分野の教授には、住民自治・主体形成論に関す
る高い水準の優れた教育・研究業績と外部資金獲得実績を有するとともに、大学院人文社会科学研究科経済社会システム専攻（博士前期課程）および地域政策科学
専攻（博士後期課程）において指導教員となることができる教育力・研究力を有する人材を望みます。
　担当いただく主な授業科目としては、学部においては「子ども・若者の社会参画論」、「まちづくり論」などの講義科目・演習科目、大学院においては「青少年文化・社会
論」に関する講義科目・演習科目を予定していますが、共通教育において教養科目を担当いただく場合もあります。文部科学省・地方公共団体と連携しながら、法文学
部法経社会学科地域社会コースが設置する社会教育主事養成課程を運営できる人材、コミュニティ研究に関連した特許等の知的財産の蓄積や科学研究費などの外部
資金の獲得を期待できる人材、さらには、教授として、本学の管理・運営業務にも積極的に対応いただける人材を希望します。

15．応募書類

1



教員公募要領（鹿児島大学法文学部主担当）

17．応募書類提出先
JREC-IN Portal　サイト掲載の本公募ページから応募してください。
応募書類を圧縮などして１つのファイルにまとめて応募してください。（郵送での応募は不可）
JREC-IN Portal　URL：https://jrecin.jst.go.jp/seek/SeekTop

18．問合せ先 鹿児島大学法文学部法経社会学科地域社会コース　コース長　井原 慶一郎（ihara@leh.kagoshima-u.ac.jp）

19．選考方法

（１）書類審査及び面接等の二段階選考を行います。
（２）１次選考は業績審査委員会により、応募書類による書類審査を行います。
（３）２次選考は追加資料を送付いただいた後に面接等を行います。また、選考の過程において必要に応じて対面または
オンライによる模擬授業等を行っていただくことがあります。面接および模擬授業等のための旅費･宿泊費等については
応募者負担とします。
（４）２次選考は、鹿児島大学学術研究院法文教育学域法文学系人事委員会及び学系会議において行います。
（５）一次（書類）審査不合格の連絡ははJREC-IN Portalサイトからのメール通知において行いますのでご確認願います。

20．その他

※２次選考の結果は、決定次第、応募者に連絡いたします。提出いただいた履歴書等個人情報に関わる書類データは審
査終了後、責任を持って廃棄いたします。
※本学は、女性研究者支援をはじめとする男女共同参画に係る取組みを積極的に推進しており、女性研究者の積極的な
採用・登用を行っています。このため、本公募による採用・登用に当たっては、能力等が同等であれば女性を優先いたし
ます。
支援内容の詳細（取組み、各種制度、相談体制）については、下記ホームページをご覧ください。
（鹿児島大学男女共同参画推進センター https://www.kagoshima-u.ac.jp/atsuhime/ ）
※過去に学生に対するセクシャルハラスメントを含む性暴力等を原因として懲戒処分等を受けた場合には、処分の内容
及びその具体的な事由を履歴書等に必ず記入願います。虚偽の記載があった場合には、採用取消や懲戒処分等の対象
となることがあります。
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